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一 研究ノート～
ボ ラ ンテ ィア に お け る 「わ た しら しいわ た し」
ボランテ ィア活動に対す るい くつかの視角II
新 矢 昌 昭 ・渡 邉 秀 司
要 旨
この小論 は,ボ ランテ ィア活動 を行 う個人 的な目的 と現代 の社会状況 の変化 との関連を考 察す るた
め,外 国人支援 ボランティア活動 に対す る調査 に先立 ちい くつか の分析 のための視角を提示す ること
にある。現在,ボ ランティア活動 においてアイデ ンティテ ィの確立や 「自分探 し」がで きるよ うに言
われている。 この調査研究で は,人 々が 「本 当に」 ボラ ンテ ィア活動 においてアイデ ンテ ィテ ィの確
立 や 「自分探 し」 としての 「わた しらしいわた し」 を求 めているのか,そ こか らまた何故それ らが可
能 となる と思 って いるのか,を 明 らかに して みたい。本稿 ではこの調査研究 の前提 として,ア イデ ン
ティティと 「自分探 し」 につ いての整理 と両者 の関係性 につ いて考 えるとと もに,ま たボ ランティア




自らのアイデ ンティティを発見 し,活 動するこ
とが相互の互恵主義の確立になるのではないで
しょうか」(リ ファレンス2003)。 また,「 『自




振 り返 ることができます。そして,活 動を始め
ると,自 分自身 と向き合い,見 つめ直すことが
できます」(平 群町社会福祉協議会2003)。 他
にも,ボ ランティアにおいてアイデンティティ
を確立することや 「自分(わ たし)探 しができ
る」 ことが実にさまざまに語られている。 この





「自分探 し」ができるのかを問い,更 に,ア イ
デンティティの確立や 「自分探し」を人 々に促
す社会的な背景 も考えてみたい。 もちろんすべ















「わ た し ら し い わ た し」
ア イ デ ンテ ィテ ィや 「自分 探 し」 と は 「わ た
し」 に関 わ る ことで あ る。 この アイ デ ンテ ィテ ィ
と 「自分 探 し」 と は なん だ ろ うか 。 そ して 両 者
は 「わ た し」 に どの よ うに関 わ り,ど の よ うな
関 係 性 を持 って い る の だ ろ うか 。
ア イ デ ンテ ィテ ィは,単 純 に意 味 を 示 す こ と
は で きな い。 何 故 な ら,ナ シ ョナル ・アイ デ ン
テ ィテ ィや エ スニ ック ・ア イ デ ンテ ィテ ィ,セ
ク シュアル ・ア イデ ンテ ィテ ィな どアイ デ ンテ ィ
テ ィ は さま ざま な意 味 を も って使 われ て い るか
らで あ る。 で は,そ もそ もア イ デ ンテ ィテ ィ と
は,何 で あ ろ うか。 こ の ア イ デ ンテ ィ テ ィの 用
語 を 世 の 中 に広 め た の はE・H・ エ リク ソ ンで
あ る。 しか しな が ら,エ リク ソ ン自身 は この 用
語 を さま ざま に使 い明 確 に意 義 づ け られ て い る
わ けで はな い。 ただ,彼 の言 うアイ デ ンテ ィテ ィ
とは,二 つ の側 面 か ら形 成 され て い る と思 わ れ
る。 第一・は,心 理 的 ・社 会 的 に アイ デ ンテ ィテ ィ
が 確 立 され る考 え で あ る。
心理 的 な もの と社 会 的 な もの,発 達 的 な も
の と歴 史 的 な もの との 間 の全 て の相 互 作 用
は,一 種 の心 理 社 会 的相 対 性 と して の み 概
念化 され うる もので あ り,ア イデ ンテ ィテ ィ
の形 成 は そ の よ うな相 互 作 用 に とって 原 型
と して の重 要 性 を も って い る の で あ る(エ
リク ソ ン1973a:16)。
さ らに,別 の と ころ で は,「 心 理 的 ・社 会 的 」
に よ って 形 成 され るア イ デ ンテ ィテ ィを次 の よ
う に説 明 して い る。 「心 理 社 会 的 ア イ デ ンテ ィ
テ ィ は,主 観 的 で あ る と同 時 に客 観 的 で あ り,
個 人 的 で あ る と同 時 に社 会 的 で あ る とい う特 徴
を もつ 」(西 平1993:206)。
そ して 第 二 は,ア イ デ ンテ ィテ ィが人 間 の発





猶 予 期 間」 で 形 成 され る(エ リク ソ ン1973a:
167)。 ま た青 年 期 の 「ア イ デ ンテ ィテ ィ とは,
(否 定 的 な も の を 含 む)す べ て 以 前 の 同 一 化
〔自分 に と って 重 要 な 影 響 力 を 有 す る人 との一
体 感 ま た は同 一 視 〕 や 自 己像 の 統 合 を 意 味 」 す
る(エ ヴ ァ ンス1981:44)。 しか しエ リク ソ ン
が 「ア イ デ ンテ ィ テ ィと は,パ ー ソナ リテ ィ特
性 とか,ま た は,何 か 静 態 的 で 不 変 な もの の形
を した 『成 果 』 と して 「達 成 』 され るよ うな も
の で は,決 して な い」(エ リク ソ ン1973a:17)
と して い る こ と に は注 意 しな けれ ば な らな い。
つ ま り,ア イ デ ンテ ィ テ ィは,ラ イ フサ イ クル
の 中 で の児 童 期 か ら成 人 期 の間 に位 置 す る青年
期 に お いて 確 立 しな けれ ばな らな い 課題 な の で
あ り,他 者 関 係 に よ って 成 立 す る。 そ して ア イ
デ ンテ ィテ ィ は青 年 期 にお いて 固 定 化 され る こ
とで は な く,発 達 と と も に変 動 す るの で あ る。
この よ う に,ア イ デ ンテ ィテ ィ とは,個 人 の
発 達 段 階 にお いて 心 理 的,発 達 的,主 観 的,個
人 的,と い う個 人 の 内 面 性 に関 わ る もの と,社
会 的,歴 史 的,客 観 的,他 者 とい う個人 の外 面
性 との 相互 作 用 に よ って形 成 され るので あ る が,
そ れ は一 定 で はな く変 化 して い くの で あ る と言
え よ うi>。
で は,こ こで 触 れ る 「わ た し」 と して の ア イ
デ ンテ ィテ ィ と は何 で あ ろ うか 。 そ れ は,エ リ
ク ソ ンの言 う 「自我 同 一 性 」(egoidentity)
が近 似 す る と言 え よ う。 自我 同 一 性 とは 「時 間
的 な 自 分 の 自 己 同 一一self-samenessと 連 続 性
continuityの 直 接 的 な 知 覚 と,他 者 が 自 己 の
同一 と連 続 性 を認 知 して い る と い う事 実 の 同 時
的 な 知 覚 」 で あ る(エ リク ソ ン1973a:10)。
またエ リク ソ ンは,こ の 「自我 アイ デ ンテ ィテ ィ」
と 「自己 ア イ デ ンテ ィテ ィ」 と区分 して い る。
自我 の綜 合 化 能 力 を そ の 中心 的 な 心 理 社 会
的 機能 に照 ら して議 論 す る とき,ひ と は 自
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我 ア イ デ ンテ ィテ ィ につ いて 語 りう るの で
あ り,ま た,個 人 の 自 己 イ メ ー ジ と役 割 イ
メー ジ と の統 合 を論 議 して い る と き,ひ と
は 自己 ア イ デ ンテ ィテ ィにつ いて 語 りう る
の で あ る(エ リク ソ ン1973b:294)。
しか し,エ リク ソ ンは こ の両 者 の 一 致 を アイ
デ ンテ ィテ ィ とす る こ と もあれ ば,両 者 を 「自
我 ア イ デ ンテ ィテ ィ」 とす る こ と もあ り,エ リ
ク ソ ン 自身 は十 分整 理 して い な い(西 平1993:
256)2)。 こ の よ う にエ リク ソ ンの ア イ デ ンテ ィ
テ ィは難 解 で あ り,簡 単 に定 義 す る こ とを 許 さ
な い もの で あ る。 だ か らこそ様 々に アイ デ ンテ ィ
テ ィは概 念 付 け られ て い る と言 え よ う。 例 え ば,
石 川 准 は,多 様 化 す る役 割 や 関 係 な ど にお いて
他 人 と区 別 す る 「わ た し」 ら しい独 特 な 全 て が
ア イ デ ンテ ィ テ ィを構 成 す る。 複 雑 な 「わ た し」
を 取 り巻 く環 境 や状 況 の 中で も 「全 部 を ひ っ く
るめ た ものが 『わ た し』 だ。 要 す るに 『わ た し』
とは アイ デ ンテ ィテ ィの集合,ア イ デ ンテ ィテ ィ
の 束 だ と い う こ と」 な の で あ る と言 う(石 川
1992:14)。 ま た 大 場 健 は 「社 会 的 な役 割 を 表
わ す 言 葉 に よ る,自 分 で 納 得 の い く自 己定 義 」
とす る(大 場001:12)。 た だ,こ こ で は 次 の
よ う に ア イ デ ンテ ィテ ィを考 え て お きた い。 社
会,他 者 との 関係 性 の 中で 「わ た し」 自身 を確
認 す る こ とが ア イデ ンテ ィテ ィで あ る。従 って,
ア イ デ ンテ ィテ ィ とは社 会 に対 す る役 割 と それ
に対 す る 自己 の イ メ ー ジと を一 致 させ た 「わ た
　 　 　
しらしさ」を,社 会の中での他者によって認め









らない とい うことを も意味」するか らである
(若田1997:68)。
次に 「自分探 し」は,1980年 代後半から社会
的に顕著 にな った言葉である。「自分の中には
何か 『現状の生活』にはあ らわれていない 『本
当の自分』(可 能性)と いうものがあり,そ れ
こそが 『自分 らしい』生き方」を探すことであ
る(芳 賀1999:31)。 「本 当の自分」 を探す
「自分探 し」 とは,「 いま」の自分には満足でき
　 　 　
ず,或 いはどこかにある 「わた しらしさ」を探
そうとする試みだと考えることができる。








中で一貫 した 「わたし」を 「わた し」で確認 し
ていくことであった。 しか し現代の多様化 した




こか らは役割に対 しての 「わたし」をすべで一
致させることができない 「わたし」がいること
になる。そうするとアイデンティティが課 して








そのことは,「 アイデンティティ探 し」 と言わ
ないで,「 わた し探 し」が叫ばれている今 日の
状況か ら伺える。「わたしらしいわた し」はア
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イ デ ンテ ィ テ ィで はな く,「 わ た し」 へ と シ フ
トして い る ので あ る。 役 割 は あ る。 しか しそ こ
に は 「わ た し」 が い な い。 この 「わ た し」 で は
な い 「本 当 の わ た し」 と は何 か とい う問 い で あ
る。 何 故 な ら,一 貫 した 「わ た し」 が この世 界
　 　 　
の中で位置づけることができないと,い まの
「わた し」 とは異なる 「本当のわたし」がどこ
　 　
か に い る よ う に思 え るか らで あ る。 つ ま り,
「自分 探 し」 と は,ア イ デ ンテ ィテ ィを 獲 得 で
..........
き ず に い る不安 な い ま の 厂わ た し」 で は な く,
な お もア イ デ ンテ ィテ ィを獲 得 で き る か の よ う
な 「本 当 の わ た し」 を探 し当 て る こ とで あ る。
ア イ デ ンテ ィテ ィを補 完 す る もの と して 「自分
探 し」 を行 うの で あ る。 厂自分 探 し」 とは,ア
イ デ ンテ ィテ ィが不 可 能 で あ る と うす うす 気 付
き な が ら も,「 な お わ た した ち は 自分 の 中 の 空
洞 を埋 め る た め に,こ れ が わ た しだ と主 張 で き
る よ うな何 か,何 で もいい何 か を見 い だ した い,
と願 わず に は い られ な い」 こ と なの で あ る(若
田2002:138)。 従 って,ア イ デ ンテ ィテ ィ と
「自分 探 し」 と の 関係 は,な お もわ れ わ れ が近
代 的 な個 人 で あ る限 り,ア イ デ ンテ ィテ ィが要
請 され る 「わた し」 の前 提 と して の 自己再 確 認
作 業 と言 え よ う。 こ の こ とか ら,「 自分 探 し」
はア イ デ ンテ ィテ ィを深 め た と言 え る。 しか し,
そ の よ うな 「自分 探 し」 を 更 に積 み重 ね た と し
て も,そ こ にあ るの は 「本 当 の わ た し」 で は な
く焦 燥 感 を 抱 い た 「わ た し」 で しか な い。 「ほ
ん と うの 自分」 が まず あ って,そ れ が他 人 に さ
ま ざ まに写 る とい うの で は な い。 自分 で見 え な
い 自分 と他 人 に 見 え る 自分 とを統 合 して い くこ
とが 自分 で あ る。 「『ほ ん と う』 の 自分 とは,じ っ
さい に は 『こ う映 って ほ しい』 自分 の姿 で しか
な い」 か らで あ る(大 庭2001:113)。
こ の よ うに両 者 と もに 「わ た し らしい わた し」
とい う幻 想 が あ る と言 え よ う3)。 そ の 両 者 が 幻
想 で あ る の は,社 会 が多 元 的 に な って しま い 自
らが分 裂 して しま う こ とに な りか ね な いの に も
関 わ らず に,近 代 的 な個 人 と して アイ デ ンテ ィ
ボランティアにおける 「わた しらしいわたし」23











たし」 にとって,「 わた しが 〈わたし〉であり
うるためには,わ た しは他者の世界のなかに一
つの確かな場所を占めているのでなければなら















ボ ラ ンテ ィア と
「わた しら しいわ た し」 の位 置づ け
そ もそ もボランティアにおいて 「わた しらし



























る。そ して公共性の必要性はわれわれが 「見 ら
れ,聞 かれ,批 判される」ことを通 じて公的に
認め られ,自 他共にアイデンティティを認めら
れるからだと言う(入 江1999:5-16)。 ここ
か ら伺えるのは,「 わたしらしいわたし」 は公
共性を持っているボランティアをすることによっ
て,可 能となることである。このような考えは,











て,他 者や社会 との関係から 「わた しらしいわ
た し」が再発見できるとされている。正 しくこ
の こ とは,「 わ た し ら しい わ た し」 を 成 立 させ
る条 件 を ボ ラ ンテ ィアが 示 して い る と言 え よ う。
しか し 「わ た し ら しい わた し」 は幻 想 で しか 過
ぎ な い の だ が。 で は,そ もそ もどの よ う に して
人 々 は 「わ た し ら しい わ た し」 を 形 成 で き る と
思 い信 じて い る の だ ろ うか 。
注
1)エ リクソンには,「 静態的で不変な もの」で は
ない とい う考 えが あるが,こ れは ライフサイ ク
ルを通 して一貫 したアイ デ ンテ ィテ ィが確 立 さ
れ な けれ ばな らな い こと と矛 盾 しな い。 そ の
「静 態的で不変な もの」で はな いの は,例 えば,
青年期 か ら成人期 への移 り変 わ りの時 である。
2)な お,エ リクソンは,「わた し」 「自我」「自己」
を も区別 して いる。 た だ しこの三者 の区別 とア
イデ ンテ ィテ ィの関係 につ いて も明確 に され て
いな い と思 われ る。 これ を扱 った論考 につ いて
は,西 平(1993)225ペ ー ジ以 降が参考 になる。
3)以 下 では,特 に注意 しない限 り,便 宜上両者
の共通 す る意味 か ら 「わた しら しいわた し」 と
して同義に扱い区別 しない。
4)「 わた し」 の形成 は 「自己物語」論 に関係する
と思 われ るので,こ の考察 につ いては,ボ ラン
ティアと 「自己物語」論 に関係 させて後 日行 う。
ただここで指摘 しておきたいのは,「 わた し」は
物語 という幻想 に しか過 ぎな いことであ る。
5)ま た別 の箇所 では,次 のよ うに言 う。 「『自分』
を他者 の関係 のなかで とらえなが ら,「 自分』を
大切に して生きる,(中 略)自 分が全体 とかかわっ
て存在することを意識 して生 きてい くボラ ンティ
アの思想 は新鮮」で ある(吉 村1999:185)。
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